
協定校留学近況報告書 

記 入 日 2014年 12月 5日 

留 学 先 大 学 カリフォルニア大学デービス校 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：     ，（現地言語での名称）：      

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：ESLプログラム 

留 学 期 間 2014年9月－2015年1月 

明 治 大 学 で の 所 属 政治経済学部政治学科     専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部3年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

留学先の大学から送られてきた資料一式を時間をかけて詳細まで読みました。寮が無いので、自力で家を探すネットの掲

示板の案内、出発前に提出する書類と方法の確認、また履修登録の方法などたくさんの重要事項が書かれているので、何

度でも読み直すことが必要です。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ） ※詳細に記入して下さい 

ビザの種類：F-1 申請先：アメリカ大使館 
ビザ取得所要日数：１か月 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：＄300 くらい(?) 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

パスポート、I-20、SEVIS登録支払証明書、その他（忘れました・・・） 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

詳細には思い出せないのですが、日米教育委員会（フルブライト・ジャパン）／Education USA 主催の 

渡米前オリエンテーションに参加しました。そこで一通りの手順が大使館職員のプレゼンテーションによって説明されます。 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

渡航の目的、留学先大学名、専攻など５分程度 

ビザ取得に関して困った点・注意点 

ビザ取得の際の予約した日付を勘違いして大使館へ行きました。もちろん門前払いでした ...再度２週間後に予約を取り直し

ましたが、日程に余裕を持ってよかったです。 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

現金は＄200 分を細かい単位のお金で持っていきましたが、十分でした。 

携帯電話:現地でプリペイド式の安い携帯を買うべきです。スーパーでも売っているので買うのは難しくありません。基本的に

緊急時に使う目的だと思いますが、日本で契約して月に何千円も払うのはもったいない気がします。 
 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 China Air 

航空券手配方法 
Expedia 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 San Francisco Airport 現地到着時刻 14:00 



ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  その他                      

移動の所要時間 2時間程度 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

電車は乗り継ぎがあるので基本的に誰も使いません。ホストファミリーか Davis Airporter というシャトルバスサービスに迎えに

来てもらうのが一般的です。 

大学到着日 9月 17日 18時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮       アパート        その他（一軒家、シェアハウス） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋       その他（     ） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（     ） 

住居を探した方法 大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 大学から送られてくる書類にはハウスメイトをネットで募集する掲示板のアドレスを書いた書類が含

まれており、そこから自分で見つけ出すことになります。写真でしか判断できないのと、ハウスメイト

がどんな人かわからないので、ある意味賭けになります。それが嫌ならば、同じく大学からの書類

に添付されているホストファミリーの案内の書類に従い、業者にホストファミリーを見つけてもらうこ

とができます。 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

渡航前に家が見つからなくて四苦八苦しました。探し始めてから 2か月後、渡航 2週間前にようやく＄600/月の家にありつ

きました。 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程       

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ 大学の紹介、大学や街で過ごすときの注意点、カウンセラーの案内など 

留学生用 

特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

あった  なかった 

授業開始日 10月 2日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

      

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

      

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

キャッシュパスポートを利用しました。今考えれば、口座を開設した方が手数料がかからないし、そうすべきだったと後悔して

います。 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

購入しました。緊急時に使う目的でプリペイド式を購入し、本体と 2時間分の通話で＄40でした。 



Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（     月     日頃） 

オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（     月     日頃） 

オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった  

その他（テストを受けてクラスが割り振られた） 

登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

      

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

      

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

      

 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
                                          

8:00 
                                          

9:00 
授業 授業 授業 授業 授業             

10:00 
授業 授業 授業 授業 授業             

11:00 
授業 授業 授業 授業 授業             

12:00 
授業 授業 授業 授業 授業             

13:00 
授業 授業 授業 授業 授業             

14:00 
授業 授業 授業 授業 授業             

15:00 
授業 授業 授業 授業 授業             

16:00 
授業 授業 授業 授業 授業             

17:00 
授業 授業 授業 授業                   

18:00 
                                          

19:00 
            授業                         

20:00 
                                          

21:00 
                                          

22:00 
                                          

23:00 
                                          

24:00 
                                          

 



 
Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

Full time ESLのコースに参加していますが、環境は決して良くありません。こっちに来てから知ったのですが、語学学校が多く

の日本の大学と提携しており、日本人学生が6割を占めています。私の場合は、日本人と仲良くするのではなく、外国人とコ

ミュニケーションを取るように努めていますが、やはり学校にいると日本語は耳に入ってきてしまうのが何とも言えません。毎

日英語漬けなのは確かですが、想像していた環境とは違い、残念な気持ちです。 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

何が何でも、part time ESL以上のコースを受講できるTOEIC/TOEFLスコアを取ってください。私はスコアを持っていながら、

4 か月という短期間の留学ならば授業を受けるよりも語学を学んだほうが自分の英語能力は伸びると考えて、わざわざ Full 

time ESL に変更しました。しかし、今の自分を見つめ直した時に、これは得策だったと素直に思えません。確かに友達ができ

て留学生活を楽しんでいるし、英語能力は伸びているはずですが、のんびりと過ごして、辛い思い出の少ない留学になってし

まいました。留学先でも日本人に囲まれるほど悲惨な留学はありません。私の経験を踏まえて、自分自身が成長できるよう

な留学をみなさんには経験してほしいです。 

 


